
開
会
に
あ
た
り
倉
掛
自
治
連

合
会
の
谷
和
政
会
長
が
「
本
日

は
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

倉
掛
に
は
現
在
、
75
歳
以
上
の

方
が
１
６
１
人
お
ら
れ
ま
す
。

今
回
は
３
組
の
ゲ
ス
ト
を
お
招

き
し
て
お
り
ま
す
の
で
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
。

来
賓
挨
拶
で
妹
尾
文
彦
市
議

や
細
羽
正
敏
民
生
児
童
委
員
ら

が
「
本
日
は
心
よ
り
お
祝
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
方
が
苦

し
い
時
代
を
生
き
抜
い
て
こ
ら

れ
た
背
景
が
、
今
の
社
会
の
繁

栄
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」
な

ど
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

川
相
肇
さ
ん
、
宮
本
文
子
さ

ん
、
神
﨑
嘉
子
さ
ん
に
井
原
市

か
ら
の
米
寿
記
念
品
が
贈
呈
さ

れ
、
続
い
て
井
原
警
察
署
生
活

安
全
課
・
大
浦
清
市
警
部
補
に

よ
る
「
特
殊
詐
欺
防
止
」
に
関

す
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。

大
浦
警
部
補
は
警
察
署
の
名

を
語
り
、
カ
ー
ド
と
暗
証
番
号

の
メ
モ
を
渡
し
て
ほ
し
い
な
ど

と
だ
ま
し
、
盗
ん
だ
カ
ー
ド
で

現
金
を
引
き
出
す
事
件
が
増
え

て
い
る
と
、
巧
妙
な
手
口
に
つ

い
て
説
明
し
た
。

演
芸
の
部
で
は
、
地
元
倉
掛

６
組
坂
本
さ
ん
（
芸
名
ス
ミ

ス
）
＝
写
真
＝
が
鮮
や
か

な
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
を
披

露
。
金
魚
や
大
き
な
ト
ラ

ン
プ
を
使
っ
た
大
胆
な
手

品
が
終
わ
る
ご
と
に
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

次
い
で
Ｐ
＆
Ｐ
（
倉
橋

一
郎
さ
ん
＆
藤
代
直
人
さ

ん
）
に
よ
る
、
な
つ
か
し
の
メ

ロ
デ
ィ
ー
歌
謡
シ
ョ
ー
も
行
わ

れ
「
銭
形
平
次
」
「
あ
あ
人
生

に
涙
あ
り
」
な
ど
の
歌
で
会
場

を
盛
り
上
げ
た
。

最
後
に
自
治
連
合
会
の
片
岡

秀
憲
副
会
長
が
「
楽
し
い
時
間

が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
本
日
は
お
忙
し

い
中
を
ご
出
席
い
た
だ
き
有
り

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
閉
会

の
挨
拶
を
行
い
、
記
念
写
真
撮

影
後
に
解
散
し
た
。

鬼
祭
り
で
知
ら
れ
る
井
原
町

秋
季
大
祭
が
10
月
27
日
、
好
天

の
下
で
あ
っ
た
。

郷
社
足
次
山
神
社
で
は
午
前

10
時
よ
り
、
山
室
晶
史
宮
司
に

よ
る
祭
典
が
執
り
行
わ
れ
、
総

代
会
や
敬
神
会
、
区
当
番
（
大

当
番
・
山
口
政
春
さ
ん
）
、
新

講
当
番
の
関
係
者
が
出
席
し

た
。社

務
所
前
で
は
区
当
番
の
倉

掛
９
組
・
10
組
・
11
組
の
人
た

ち
が
神
殿
（
こ
う
ど
の
）
と
呼

ば
れ
る
舞
台
を
設
営
し
、
午
後

か
ら
の
奉
納
神
楽
を
取
り
仕
切

っ
た
。

約
30
人
の

鬼

を
含
め
、

揃
い
の
法
被
姿
の
団
員
や
保
護

者
ら
、
少
年
団
み
こ
し
一
行
は

約
80
人
の
大
所
帯
。
井
原
分
団

第
３
部
（
Ｏ
Ｂ
含
む
）
の
千
歳

楽
も
倉
掛
・
夏
目
を
細
か
く
回

り
、
祭
り
を
盛
り
上
げ
た
。

井
原
小
学
校
５
年
生
と
地
元

の
お
年
寄
り
の
交
流
会
が
10
月

23
日
、
倉
掛
公
民
館
で
行
わ

れ
た
。

出
席
し
た
の
は
倉
掛
の
お

年
寄
り
と
倉
掛
及
び
向
町
の

５
年
生
ら
15
人
。
自
己
紹
介

後
の
人
生
す
ご
ろ
く
ゲ
ー
ム

で
は
、
サ
イ
コ
ロ
を
振
っ
て

出
た
数
だ
け
進
む
と
、
そ
こ

に
は
「
初
恋
は
何
才
で
す

か
？
」
「
芸
能
人
の
中
で
一

番
あ
こ
が
れ
て
い
る
人
は
誰

で
す
か
？
」
と
い
っ
た
ユ
ニ

ー
ク
な
質
問
が
。
こ
れ
に
は

お
年
寄
り
も
た
じ
た
じ
。
参

加
者
は
世
代
を
超
え
て
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
た
。
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〈発行 所〉

倉 掛 自 治 連 合 会
井原市井原町倉掛

会長／谷 和政

〈編 集〉

倉 掛 自 治 連 合 会

倉 掛 少 年 団 育 成 会

消防井原分団第３部

 若林恵美子(100)２ 組

 川田 玉枝(98)16 組

 下宮 清子(96)５-1組

 山岡 許恵(96)17 組

 小林八重子(96)13-1組

 大久保政子(96)８ 組

 川相 良子(95)５-2組

 倉橋 正美(94)13-2組

 佐能 千年(94)16 組

 山岡 光子(94)７ 組

 片岡 正年(93)14 組

 和田 克巳(93)18-1組

 遠藤 生三(93)８ 組

 片岡 瀧子(92)11 組

 倉橋 昭二(92)７ 組

 橋本 照子(92)11 組

 細羽美津子(92)５-2組

 若林智和子(91)10 組

 丸山 澄子(91)18-2組

 和田 静子(91)18-1組

 濱田 晃(90)18-1組

 渡邉 静惠(90)５-1組

 江草 武司(90)15-2組

 山岡八重子(90)８ 組

 野宮 誠(89)18-3組

 森 梅子(89)18-2組

 川相 肇(89)１ 組

 高橋 敏子(89)３ 組

 宮本 文子(89)３ 組

 濱田 和子(88)16 組

10月30日現在 敬称略

《倉掛ご長寿番付》

倉
掛
地
区
敬
老
会
が
つ
ど
え
～
る
で
９
月
１
日
、
地
元

の
お
年
寄
り
を
は
じ
め
、
自
治
連
合
会
、
サ
ロ
ン
あ
す
は

の
各
役
員
ら
約
60
人
が
出
席
し
て
開
か
れ
た
。

倉

掛

地

区

敬

老

会

ゲ
ー
ム
な
ど
楽
し
む

お
年
寄
り
と
小
５
の
交
流
会

川
相
さ
ん
ら
３
人
に

米

寿

記

念

品

贈

呈

井 原 町 秋 季 大 祭

倉掛16組元大西歯科前を通過する倉掛少年団みこし一行



倉
掛
自
治
連
合
会
と
つ
ど
え

～
る
主
催
の
総
合
防
災
訓
練
が

10
月
12
日
、
つ
ど
え
～
る
で
行

わ
れ
地
元
住
民
ら
約
50
人
が
参

加
し
た
。

つ
ど
え
～
る
指
定
管
理
団

体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
交
流
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
井
原
の
渡
辺
理
事

長
の
開
会
挨
拶
に
続
い
て
井
原

市
総
務
部
危
機
管
理
課
の
岡
田

千
稔
主
査
が
「
災
害
に
備
え
よ

う
（
防
災
対
策
）
」
を
テ
ー
マ

に
昨
年
７
月
の
豪
雨
で
発
生
し

た
被
害
状
況
な
ど
を
ス
ラ
イ
ド

で
説
明
。
参
加
者
は
防
災
マ
ッ

プ
を
見
な
が
ら
「
日
常
か
ら
の

備
え
」
「
災
害
時
に
適
切
な
判

断
や
行
動
」
な
ど
を
中
心
に
学

習
し
た
。

倉
掛
自
治
連
合
会
役
員
の
川

相
勝
防
災
士
は
、
防
災
士
の
役

割
や
御
嶽
山
な
ど
、
自
ら
の
登

山
経
験
か
ら
自
助
・
共
助
・
公

助
等
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
と

も
に
、
災
害
時
の
迅
速
な
対
応

の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

こ
の
後
、
南
駐
車
場
で
井
原

消
防
署
と
井
原
分
団
第
３
部
に

よ
る
水
消
火
器
を
使
っ
た
消
火

訓
練
＝
写
真
上
＝
を
体
験
。
最

後
に
非
常
ベ
ル
や
館
内
放
送
設

備
、
２
階
か
ら
滑
り
降
り
る
救

助
袋
を
使
っ
た
消
防
訓
練
及
び

避
難
訓
練
を
実
施
し
た
。

井
原
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
同
好
会

の
今
季
最
終
戦
と
な
る
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
が
９
月
29
日
、
井
原
小

学
校
校
庭
で
行
わ
れ
た
。

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
の
倉
掛
は
第
１

試
合
を
Ｖ
Ｉ
Ｐ
、
第
２
試
合
を

猪
清
と
対
戦
。
第
１
試
合
で
は

田
中
達
也
選
手
が
２
ホ
ー
ム
ラ

ン
、
６
打
点
と
活
躍
し
15
対
４

で
勝
利
。
第
２
試
合
の
猪
清
戦

は
瀬
藤
・
松
田
・
渡
辺
大
輔
選

手
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
と
渡
辺
大
輔

選
手
の
あ
わ
や
サ
イ
ク
ル
ヒ
ッ

ト
と
言
う
活
躍
も
あ
り
、
16
対

１
で
完
勝
。
２
勝
０
敗
で
Ｂ
ブ

ロ
ッ
ク
優
勝
を
飾
っ
た
。
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11/ 3  井原分団第３部試運転日
11/ 3  井原公民館地区対抗球技大会
11/ 3  岡山県高校駅伝 11:00～
11/ 9  郷社七五三祈願祭

11/9 11/10 11/16 11/17

（受付 9:00～12:00）

11/ 9～10 倉掛少年団・夜警活動
11/ 9  倉掛自治連合会・役員会
11/10  倉掛文化祭出品申込受付開始
11/11  サロンあすはバス旅行
11/17  欅の杜・20周年 杜の音楽祭
11/17  倉掛少年団・資源回収
11/17  井原公民館学習作品発表会
12/ 1  井原分団第３部試運転日
12/ 1  新体操フェスティバル12:45～
12/ 1  郷社足次山神社清掃 13:00～
12/ 1  サロンあすはクリスマス会
12/ 1  倉掛少年団クリスマス会
12/ 7  倉掛文化祭10:00～18:00
12/ 8  倉掛文化祭10:00～16:00
12/12  つどえ～る写真コンテスト

作品展示 12/12～1/12

- - - - - - - - - - - - -

◆ 行 事 予 定 ◆

ご
存
知
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
は
思

い
ま
す
が
、
私
は
大
体
毎
日
ラ
ン
ニ
ン
グ
を

し
て
い
ま
す
。
コ
ー
ス
は
小
田
川
の
土
手
を

メ
イ
ン
コ
ー
ス
と
し
て
、
少
し
距
離
を
伸
ば

し
た
い
時
に
は
木
之
子
や
運
動
公
園
方
面
、

芳
井
方
面
ま
で
走
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

土
手
の
コ
ー
ス
は
比
較
的
車
も
少
な
く
一

般
的
な
公
道
よ
り
は
走
り
や
す
い
コ
ー
ス
で

す
が
、
冬
は
風
を
遮
る
も
の
が
な
く
風
に
向

か
っ
て
走
る
日
が
多
い
で
す
し
、
夏
は
逆
に

風
が
止
ま
り
暑
さ
を
よ
り
一
層
感
じ
ま
す

が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
春
、
桜
の
頃
の
土
手

の
ラ
ン
ニ
ン
グ
は
最
高
で
す
。
朝
日
に
輝
く

桜
の
ト
ン
ネ
ル
も
き
れ
い
で
す
し
、
夕
方
は

ぼ
ん
ぼ
り
に
照
ら
さ
れ
た
夜
桜
も
き
れ
い
で

す
よ
。

さ
て
、
我
が
家
で
は
こ
こ
数
年
、
正
月
の

箱
根
駅
伝
観
戦
は
定
番
で
、
録
画
を
し
て
繰

り
返
し
観
る
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
箱
根
を
生
で
観
戦
す
る
の
は
さ
す
が
に

遠
い
の
で
、
昨
年
か
ら
は
出
雲
駅
伝
（
出
雲

市
）
と
都
道
府
県
駅
伝
（
広
島
市
）
の
観
戦

に
足
を
運
ん
で
い
ま
す
。

特
に
出
雲
駅
伝
は
交
通
規
制
は
あ
る
も
の

の
、
ど
の
区
間
の
沿
道
も
空
い
て
い
て
お
ス

ス
メ
で
す
。
出
雲
そ
ば
や
ワ
イ
ナ
リ
ー
に
寄

る
の
も
い
い
で
す
ね
。

都
道
府
県
駅
伝
も
市
内
の
駐
車
場
を
早
め

に
お
さ
え
て
お
き
、
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
の

平
和
公
園
で
観
戦
す
れ
ば
社
会
人
や
大
学
の

有
名
選
手
を
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
ま
す
。
前

も
っ
て
、
周
辺
の
お
店
を
調
べ
て
お
け
ば
昼

ご
は
ん
も
ば
っ
ち
り
で
す
。

但
し
、
両
大
会
と
も
今
は
や
り
の
「
駅

女
」
達
（
駅
伝
が
好
き
な
女
子
）
が
た
く
さ

ん
い
ま
す
、
彼
女
た
ち
の
持
っ
て
い
る
高
価

な
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
に
び
っ
く
り
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
は
２
年
ぶ
り

に
岡
山
マ
ラ
ソ
ン
に
当
選
し
ま
し
た
（
抽
選

倍
率
は
２
・
１
８
倍
）
。

３
年
前
に
走
っ
た
岡
山
マ
ラ
ソ
ン
は
沿
道

の
応
援
が
ず
っ
と
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、
趣

向
を
凝
ら
し
た
応
援
や
私
設
エ
イ
ド
も
数
多

く
あ
り
、
と
て
も
楽
し
い
４
２
・
１
９
５
キ

ロ
で
し
た
。

沿
道
の
応
援
は
年
々
盛
り
上
が
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
対
応
も
含
め
て
参
加

者
か
ら
は
好
評
と
の
こ
と
で
、
今
か
ら
走
る

の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

※つどえ～るカフェ（祝日休み）

金曜日＆日曜日10:00～15:00

※つどえ～る金曜朝市

金曜日10:15～15:00

サロンあすはふれあい交流会が１０月２３日、

つどえ～るで開かれ会員ら３５人が参加した。

午後１時３０分、渡辺照子会長の開会挨拶に続

いて“特殊詐欺から身を守ろう”と題したよつば

劇団の特別出張公演「ダマされないで！おトメさ

ん」がスタート。館内はユニークな演劇に終始笑

いが沸き起こっていた。

コい

ーき

ナい

ーき

倉掛自治連合会

監 事 渡邉伸太郎

「詐欺にご用心」よつば劇団が熱演

倉 掛 総 合 防 災 訓 練

走る楽しみ

市
の
出
前
講
座

活

用

し

開

催

ト

ー

ナ

メ
ン
ト
戦

サ ロ ン あ す は 交 流 会もうすぐ出品申込受付開始

第６回倉掛文化祭を開催するにあたり、
多数の出品申込をお待ちしております。

◇ ◇
会期：１２月 ７日 10：00～18：00

８日 10：00～16：00
会場：市民活動センター・つどえ～る
出品：絵画 絵手紙 俳句 写真 手工芸

書道 彫刻 洋裁 生け花 その他
自由創作＆趣味作品全般 珍品
※詳しくは開催要項をご覧下さい

申込：受付期間 11月10日 ～11月24日
※作品搬入は12月4日～6日

主催：倉掛自治連合会
共催：倉掛少年団育成会 井原分団第３部

サロンあすは
後援：井原市 井原市教育委員会 井原公

民館 井原放送㈱
協力：ＮＰＯ法人市民交流ネットワーク井原

１２月に倉掛文化祭


